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地域住民の声を聞く
＊
と　

き　

平
成
27
年
５
月
23
日(

土)

　
　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
か
ら
午
後
９
時
30
分

＊
会　

場　

下
部
地
区
公
民
館 

古
関
分
館

＊
参
加
者　

計
40
人

（
町
民
26
人
、議
員
13
人
、事
務
局
１
人)

　
下
部
地
区

「膝を交えて意見交換」

質

疑

応

答

提
言
・
意
見
・
要
望

　

一
般
会
計
27
年
度
予
算
に
お
い
て
７
・

９
％
減
の
主
な
要
因
と
金
額
の
差
は
。

（
古
関
地
区　

男
性
）

　

25
・
26
年
度
継
続
事
業
の
防
災
行
政
無
線

デ
ジ
タ
ル
化
更
新
事
業
終
了
に
よ
る
消
防
費

等
で
約
７
億
２
３
０
０
万
円
の
減
額
で
あ

る
。

　
「
町
の
中
央
へ
中
学
校
を
」
と
の
意
見
書
提

出
に
も
か
か
わ
ら
ず
、大
規
模
改
修
に
至
っ

た
理
由
は
。

（
久
那
土
地
区　

男
性
）

　

昨
年
12
月
に
統
廃
合
が
可
決
さ
れ
た
た

め
、委
員
会
で
は
改
修
を
急
い
で
行
う
必
要

が
あ
る
と
の
理
由
で
あ
る
。

　

中
央
に
学
校
を
建
設
し
て
ほ
し
い
と
の
意

見
書
を
出
し
な
が
ら
、大
規
模
改
修
に
賛
成

し
た
理
由
は
何
か
。

（
地
区　

女
性
）

　

中
学
校
視
察
に
よ
り
、床
・
壁
な
ど
損
傷
が

甚
だ
激
し
い
こ
と
が
見
て
取
れ
た
。こ
の
よ

う
な
古
い
学
校
で
勉
強
さ
せ
る
の
は
忍
び
な

い
と
の
理
由
で
賛
成
し
た
。

○
「
町
の
中
央
へ
中
学
校
を
」
と
提
言
し
た
議
員

は
筋
を
通
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

（
下
部
地
区　

男
性
）

○
住
民
か
ら
あ
が
っ
た
請
願
を
採
択
し
な
が
ら

い
ま
だ
に
効
果
が
出
て
な
い
が
、何
と
か
し

て
も
ら
い
た
い
。ま
た
、議
員
は
そ
れ
に
違
和

感
を
覚
え
て
ほ
し
い
。

（
地
区　

男
性
）

○
農
業
用
水
の
件
、町
は
災
害
時
の
補
助
に
つ

い
て
ま
ち
ま
ち
の
回
答
を
し
て
い
る
。そ
の

よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
教
育
し
て
ほ
し

い
。

（
下
部
地
区　

男
性
）

○
議
会
か
ら
町
の
中
央
に
学
校
が
で
き
る
ま
で

の
救
済
処
置
と
し
て
、区
域
外
就
学
を
認
め

て
も
ら
え
る
よ
う
町
教
育
委
員
会
へ
働
き
か

け
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
地
区　

男
性
）

○
国
道
３
０
０
号
か
ら
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
最

も
近
い
中
富
イ
ン
タ
ー
へ
、災
害
に
強
い
道

路
設
置
を
推
進
し
て
頂
き
た
い
。

（
下
部
地
区　

男
性
）

○
長
年
要
望
し
て
い
る
市
之
瀬
三
沢
間
の
ト
ン

ネ
ル
開
通
に
向
け
、強
く
推
進
さ
れ
た
い
。

（
地
区　

男
性
）
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町民と議員との懇談会
＊
と　

き　

平
成
27
年
5
月
24
日(

日)

　
　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
～
午
後
8
時
50
分

＊
会　

場　

身
延
町
総
合
文
化
会
館

＊
参
加
者　

計
23
人

(

町
民
8
人
、議
員
13
人
、事
務
局
2
人)

　
身
延
地
区

「地域住民との対話集会」

質

疑

応

答

　

副
町
長
を
廃
止
し
た
町
長
が
、今
年
度
か

ら
副
町
長
を
置
く
の
は
ど
ん
な
理
由
か
。県

職
員
で
町
外
か
ら
の
採
用
だ
が
、身
延
の
事

が
分
か
る
の
か
。今
の
役
場
職
員
の
中
に
は

適
任
者
が
い
な
か
っ
た
の
か
。

（
下
山
地
区　

男
性
）

　

今
年
度
中
に
総
合
戦
略
の
策
定
に
向
け
て

県
に
適
任
者
派
遣
を
希
望
し
た
と
こ
ろ
、旧

下
部
町
出
身
で
本
町
と
は
縁
が
あ
り
、市
町

村
課
長
で
あ
っ
た
望
月
幹
也
氏
が
選
任
さ
れ

た
。職
務
身
分
的
に
副
町
長
が
合
致
す
る
と

い
う
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。今
の
役
場
組
織

体
制
で
は
人
員
的
に
無
理
と
判
断
し
県
に
派

遣
依
頼
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

中
部
横
断
道
開
通
に
伴
い
、身
延
山
Ｉ
Ｃ

か
ら
身
延
山
へ
の
観
光
客
の
交
通
量
が
増
加

す
る
と
思
う
が
、対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

（
下
山
地
区　

男
性
）

　

門
内
地
区
で
は
、身
延
山
や
関
係
機
関
と

協
議
を
進
め
、昭
和
通
り
の
拡
幅
の
検
討
、本

通
り
で
は
電
線
の
地
中
化
工
事
が
進
ん
で
い

る
。

　

観
光
客
の
集
客
対
策
と
し
て
旅
行
業
者
と

の
タ
イ
ア
ッ
プ
、バ
ス
ツ
ア
ー
等
を
積
極
的

に
企
画
し
た
ら
ど
う
か
。（

豊
岡
地
区　

男
性
）

　

過
去
に
企
画
し
た
事
が
あ
る
が
継
続
し
な

か
っ
た
。２
年
前
か
ら
身
延
山
・
七
面
山
ト

レ
イ
ル
ラ
ン
を
実
施
し
、昨
年
は
全
国
か
ら

５
０
０
人
、内
２
０
０
人
が
宿
泊
し
た
。町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
も
企
画
案
を
聞
き
た
い
。

提
言
・
意
見
・
要
望

○
下
山
地
区
に
計
画
さ
れ
て
い
る
バ
イ
パ
ス
の

空
き
地
ス
ペ
ー
ス
に
水
素
の
中
継
・
供
給
基

基
と
し
て
利
用
し
た
ら
ど
う
か
。

○
他
町
で
は
果
樹
園
地
帯
に
太
陽
光
発
電
設
備

の
転
用
が
増
え
て
い
る
。本
町
で
も
休
耕
地

の
有
効
活
用
を
考
え
た
ら
ど
う
か
。

（
下
山
地
区　

男
性
）

○
懇
談
会
で
町
民
多
数
の
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が

多
く
出
れ
ば
、町
の
為
に
有
効
な
意
見
も
多

く
聞
か
れ
る
と
思
う
。多
く
の
町
民
が
出
席

す
る
よ
う
に
工
夫
を
願
う
。

（
大
河
内
地
区　

男
性
）

○
懇
談
会
の
日
曜
開
催
は
考
え
た
ほ
う
が
良
い
。

明
日
、仕
事
だ
と
思
う
と
足
が
重
く
な
る
。

（
豊
岡
地
区　

男
性
）

○
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
は
、都
会
の
人
に
と
っ
て

魅
力
あ
る
施
設
だ
と
思
う
の
で
、新
宿
か
ら

の
高
速
バ
ス
の
停
留
所
の
設
置
を
希
望
し
た

ら
ど
う
か
。

（
大
河
内
地
区　

男
性
）

○
観
光
客
誘
致
も
大
事
だ
と
思
う
が
、身
近
な

身
の
回
り
の
問
題
の
対
応
も
考
え
て
ほ
し

い
。

○
中
部
横
断
道
工
事
で
山
林
伐
採
が
進
み
、山

の
保
水
力
が
弱
く
な
り
、大
雨
に
よ
る
土
石

流
が
心
配
さ
れ
る
の
で
、防
災
対
策
を
考
え

て
ほ
し
い
。

○
町
へ
の
区
要
望
の
対
応
済
件
数
が
少
な
い
。

し
っ
か
り
見
て
い
る
の
か
心
配
に
な
る
。

○
県
道
和
田
峠
の
降
雪
時
の
対
応
策
を
考
え
て

ほ
し
い
。

（
大
河
内
地
区　

男
性
）
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質

疑

応

答

提
言
・
意
見
・
要
望

町民と議員との懇談会
＊
と　

き　

平
成
27
年
５
月
30
日(

土)

　
　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
か
ら
午
後
９
時
30
分

＊
会　

場　

中
富
地
区
公
民
館 

大
須
成
分
館

＊
参
加
者　

計
39
人

　

(

町
民
24
人
、議
員
13
人
、事
務
局
2
人)

　
中
富
地
区

「活発な意見交換」

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
を
も
っ
と
検
討
し

た
方
が
良
い
。

（
静
川
地
区　

男
性
）

　

地
域
商
品
に
加
え
て
、身
延
町
の
一
部
施

設
が
利
用
で
き
る
無
料
券
を
お
礼
と
し
て

送
っ
て
い
る
。

　

23
年
身
延
地
区
の
議
員
と
の
懇
談
会
で
、

22
年
度
決
算
の
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
奨
励
金
が

２
万
円
か
ら
１
万
５
千
円
に
減
額
さ
れ
た
理

由
は
。

（
静
川
地
区　

男
性
）

　

議
会
だ
よ
り
№
43
号
「
追
跡
」
に
よ
り
報
告

す
る
。

　

27
年
の
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
奨
励
金
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

（
静
川
地
区　

男
性
）

　

当
初
予
算
で
８
６
０
万
円
計
上
し
て
あ
る

が
状
況
に
よ
り
補
正
計
上
す
る
。

　

身
延
中
学
校
の
改
修
を
す
る
と
言
う
が
新

中
学
校
を
建
設
す
る
と
い
う
話
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

（
静
川
地
区　

女
性
）

　

町
の
中
央
へ
新
中
学
校
建
設
促
進
の
為
に

27
年
６
月
に
新
中
学
校
建
設
委
員
会
を
立
ち

上
げ
検
討
に
入
る
。

○
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
し
て
そ
の
ま
ま
放
置
す
る

と
罰
せ
ら
れ
る
の
で
、処
理
施
設
を
作
る
と
か

他
町
の
施
設
へ
持
ち
込
め
る
よ
う
に
し
て
欲

し
い
。

　

峡
南
衛
生
組
合
に
持
ち
込
み
を
無
料
に
し
て
、

土
日
に
も
搬
入
で
き
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

○
有
害
鳥
獣
を
減
ら
す
に
は
猟
友
会
に
も
っ
と

補
助
す
る
し
か
な
い
。

○
議
員
懇
談
会
を
も
っ
と
細
か
い
地
域
で
実
施

し
て
欲
し
い
。

○
懇
談
会
で
議
員
の
活
動
報
告
を
、こ
の
町
を

ど
の
よ
う
に
し
た
い
の
か
聞
き
た
い
。

○
魅
力
あ
る
身
延
町
に
す
る
た
め
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
作
っ
て
検
討
す
べ
き
。

○
西
嶋
と
静
川
地
区
で
は
六
郷
中
学
校
へ
の
越

境
通
学
を
新
中
学
校
が
出
来
る
ま
で
許
可
し

て
欲
し
い
。

○
不
登
校
の
生
徒
が
何
人
か
い
る
の
を
教
育
委

員
会
は
把
握
し
て
い
る
の
か
、学
校
に
話
を

し
て
も
先
に
進
ま
な
い
。学
校
教
育
に
対
し

て
保
護
者
の
意
向
が
く
み
取
れ
て
い
な
い
。

議
会
は
こ
れ
ら
を
見
直
す
よ
う
に
働
き
か
け

を
し
て
欲
し
い
。

○
町
の
活
性
化
に
つ
い
て
議
員
が
ど
の
よ
う
に

　

考
え
て
い
る
か
聞
き
た
か
っ
た
。
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町長行政報告
●
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

　

地
方
交
付
税
が
減
額
さ
れ
る

中
、合
併
の
特
例
措
置
で
あ
る
交

付
税
の
合
併
算
定
替
え
が
今
年
度

で
終
了
し
、27
年
度
か
ら
は
総
額

約
10
億
円
が
段
階
的
に
減
額
さ
れ

る
。

　

目
の
前
に
迫
っ
た
厳
し
い
財
政

状
況
、町
税
等
の一
般
財
源
の
積
極

的
な
確
保
策
を
講
じ
、経
費
全
般

に
つ
い
て
徹
底
し
た
節
減
合
理
化

に
努
め
、効
率
的
で
持
続
的
な
財

政
運
営
を
行
って
い
き
ま
す
。

●
26
年
度 

一
般
会
計
・
特
別

会
計
決
算
処
理
に
つ
い
て

　

26
年
度 

一
般
会
計
及
び
会
計
の 

決
算
処
理
が
、５
月
末
日
付
け
で

行
わ
れ
、全
会
計
に
お
い
て
黒
字
決

算
と
な
り
、26
年
度
に
お
け
る
会

計
事
務
が
良
好
に
完
結
し
た
こ
と

を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

●
総
合
戦
略
策
定
業
務
の
状

況
に
つ
い
て

　

総
合
戦
略
策
定
業
務
の
状
況
に

つ
い
て
は
、５
月
11
日
に
策
定
委
員

に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

委
員
は
、公
簿
に
よ
る
委
員
３

人
と
各
種
の
業
種
か
ら
幅
広
い
年

代
層
の
17
人
の
合
計
20
人
で
構
成

さ
れ
、今
後
、策
定
委
員
会
の
皆
様

で
意
見
等
を
集
約
し
て
５
年
間
の

総
合
戦
略
を
策
定
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

ま
た
、町
民
の
皆
様
か
ら
の
意

見
等
を
集
約
す
る
こ
と
を
進
め
て

参
り
ま
す
が
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
学
生
・
生
徒
の
皆
様
の
意
見
等

も
聴
取
し
て
行
く
計
画
で
お
り
ま

す
。

●
身
延
町
総
合
教
育
会
議
に

つ
い
て

　

本
年
４
月
か
ら
地
方
教
育
行
政

の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律

が
改
正
さ
れ
、総
合
教
育
会
議
を

設
け
る
も
の
で
す
。

　

会
議
は
町
長
が
主
催
す
る
こ
と

に
な
り
、５
月
25
日
に
第
１
回
身

延
町
総
合
教
育
会
議
を
開
催
し
、

事
務
局
か
ら
教
育
大
綱
・
教
育
振

興
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
、大
綱
の
策
定
に
つ
い

て
は
首
長
と
教
育
委
員
会
と
で
協

議
・
調
整
し
、首
長
が
策
定
す
る
こ

と
を
確
認
。

　

教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て

は
、教
育
委
員
会
に
お
い
て
本
年
９

月
を
目
途
に
策
定
す
る
旨
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、両
計
画
と
も
こ
の
総
合

教
育
会
議
に
お
い
て
協
議
、調
整
し

策
定
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

迫
る
厳
し
い
財
政
状
況

　 

徹
底
し
た
節
減
合
理
化
を
図
る

望
月
仁
司 

町
長

●「大綱の策定に関する会議」とは、

・「教育を行うための諸条件の整備」

・「教育振興を図るための重点的に講ずべき施策」

・「児童生徒等の生命身体に係る緊急の場合に講ずべき措置」

などについて協議・調整を行うための会議と位置づけられております。
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●地域資源を生かした町づくりは（平成２３年９月議会） 質問者：野島俊博議員

問

答

　地域の防災面や河川敷への発電システム導入を考えた場合、富山橋西から富士川右岸
下流へ堤防を築き、水害のリスクを更に低減するとともに、河川敷利用を可能とし、地域
に密着した活用が考えられるが。

問

答

　平成23年11月18日身延地区懇談会で、「有害鳥獣駆除奨励金が2万円から1万5千
円に減額された」とあるがどのようになっているのか。

あの一 般 質 問
どうなった！

議員の質問への当局の対応、地区懇談会での議員へ
の質問に対する回答はどのようになっているのか！

●平成22年度より1万5千円に減額された。県
の補助対象金額を考慮しての引き下げで当
時、猟友会にも説明会を開催した。

●平成27年度より1万4千円に減額。猟友会と
相談のうえで決定した。

その後

その後

●建設課より説明（平成27年6月）全員協議会
　内容：①連続堤防の整備

②連続堤防の背面（川裏）に盛土の整備
③盛土上面に一般道を整備

●盛土や連続堤防の工事は、中部横断道の進捗
に合わせ、平成29年度の完成予定。

●盛土上面の道路は、工事期間中は工事用道路
として使用するため、一般道としての整備は、
盛土や連続堤防の工事が完了した後、速やか
に工事を行う予定。

　国交省では、平成18年9月に富士川系の河川
整備計画を作成している。今後、富山橋右岸下流
への盛土および防護用の護岸の計画があると聞
いているが、範囲や整備日程は未定である。

　調査し、議会広報「追跡」で回答する。

「国道300号 富山橋西詰から下流富士川右岸」

「捕獲状況（イノシシ）」

●町民と議員との懇談会（平成27年5月30日開催、中富地区懇談会での質疑）
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▽
専
決
処
分
の
承
認
を

　

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

深
澤
勝
議
員

問　

個
人
番
号
に
つ
い
て
は
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
基
づ
く

個
人
番
号
で
あ
る
と
理
解
す

る
が
、法
人
番
号
は
す
で
に
付

加
さ
れ
て
い
る
番
号
な
の
か
、

そ
の
ほ
か
申
請
等
の
制
度
に

つ
い
て
の
窓
口
は
ど
こ
が
行

う
の
か
。

税
務
課
長

　
　

法
人
番
号
は
、国
税
庁
長
官

が
法
人
に
対
し
て
番
号
を
付

加
す
る
。税
の
窓
口
は
税
務
課

で
あ
り
、制
度
な
ど
申
請
窓
口

に
関
し
て
は
政
策
室
に
な
る
。

芦
澤
健
拓
議
員

問　

林
道
富
士
見
山
線
、「
昨
年

の
５
月
７
日
に
法
面
が
崩
落
、

本
年
３
月
28
日
に
モ
ル
タ
ル

の
吹
き
付
け
が
完
了
。４
月

10
日
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設

置
完
了
、そ
し
て
４
月
19
日
に

法
面
が
ま
た
崩
落
し
通
行
止

め
状
態
」
と
い
う
説
明
を
受

け
た
。

　
　

林
道
富
士
見
山
線
の
利
用

頻
度
は
多
く
な
い
と
聞
く
が
、

こ
の
工
事
を
ど
う
し
て
も
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

　
　

林
道
富
士
見
山
線
と
旧
下

部
町
か
ら
南
部
町
を
結
ぶ
三

石
山
線
、こ
の
管
理
に
大
変
な

費
用
が
か
か
る
こ
と
な
ど
を

考
慮
す
る
と
、こ
の
２
つ
の
林

道
を
ど
う
し
て
も
町
が
管
理

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
、も
う
一
点
は
、林
道

富
士
見
山
線
、こ
の
林
道
崩
落

の
復
旧
費
用
の
見
積
も
り
額

を
聞
く
。

産
業
課
長

　
　

林
道
富
士
見
山
線
に
つ
い
て

は
、林
道
富
士
見
山
線
は
唯
一、

旧
鰍
沢
、富
士
川
町
か
ら
身
延

町
、早
川
町
ま
で
抜
け
る
生
活

林
道
と
い
う
こ
と
で
町
が
管

理
を
し
て
い
る
道
路
で
あ
る
。

　
　

身
延
町
の
町
有
バ
ス
も
通

る
林
道
で
あ
り
、そ
の
必
要
性

は
大
で
あ
る
。

　
　

現
状
、崩
落
し
た
ま
ま
で
放

置
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
、国
の
補
助
を
受
け
な

が
ら
の
復
旧
を
考
え
て
い
る
。

　
　

今
後
の
三
石
山
林
道
・
富
士

見
山
林
道
の
維
持
管
理
問
題

に
つ
い
て
は
、地
域
に
密
着
に

し
た
と
こ
ろ
は
町
で
あ
る
の

で
、で
き
る
だ
け
安
全
な
林
道

に
す
る
た
め
の
維
持
管
理
は
、

町
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

見
積
り
に
つ
い
て
は
、そ
の

関
係
の
地
質
調
査
、設
計
業

務
を
業
者
に
お
願
い
し
て
い

る
が
、県
の
専
門
員
に
も
見
て

い
た
だ
い
た
中
で
は
、１
億
円

以
上
の
経
費
が
か
か
る
と
い

う
試
算
が
で
て
い
る
。

○木が根こそぎ崩れている状況　これからも土砂崩落の恐れあり

○
報
告
第
１
号

○
平
成
27
年
度
身
延
町

　
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
１
号
）

質 疑 応 答
６月のやり取り

林道富士見山線「崩落状況」
林道が土砂で埋まっている状況　（林道は山裾を通っている）高圧電線は電柱ごと谷に落ちている
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議案に対する賛否
（賛成：○、反対：×、棄権：△）

深

澤

　

勝

赤

池

　

朗

田

中

一

泰

広

島

法

明

柿

島

良

行

芦

澤

健

拓

松

浦

　

隆

福

與

三

郎

草

間

　

天

川

口

福

三

渡

辺

文

子

伊

藤

文

雄

野

島

俊

博

河

井

　

淳

●専決処分の承認を求めることについて ●
議
長
は
採
決
に
参
加
し
な
い

報告第１号　身延町税条例及び身延町税条例の一部
を改正する条例の一部を改正する条例
（マイナンバー法案等に伴う改正）

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○

報告第２号　身延町国民健康保険税条例の一部を改正
する条例（税額の上限額等に関する改正）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第３号　平成２７年度身延町一般会計補正予
算（第１号）（P7参照）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

●条例の一部を改正する条例について

議案第69号　身延町介護保険条例の一部を改正す
る条例について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●補正予算について

議案第70号　平成２７年度身延町一般会計補正予
算（第２号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議案第71号　平成２７年度身延町国民健康保険特
別会計補正予算（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第72号　平成２７年度身延町介護保険特別会
計補正予算（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第73号　平成２７年度身延町簡易水道事業特
別会計補正予算（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第74号　平成２７年度身延町下水道事業特別
会計補正予算（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第75号　平成２７年度身延町青少年自然の里
特別会計補正予算（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●その他
「諮問第２号から第４号」人権擁護委員候補者の推薦
につき意見を求めることについて　異議なしのため適
任と意見を付すことに決定

発委第２号　身延町議会会議規則の一部を改正す
る規則について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委第３号　身延町議会傍聴規則の一部を改正す
る規則について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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問

答

問　

人
口
減
少
と
地
域
経
済
縮

小
の
克
服
の
考
え
は
。

政
策
室
長　

約
30
年
も
の
年
月

が
か
か
っ
た
中
部
横
断
自
動

車
道
が
3
年
後
に
完
成
す
る

見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、こ
の

道
路
を
活
用
し
て
定
住
促
進

と
地
域
活
性
化
に
邁
進
し
、

総
合
戦
略
を
策
定
し
て
い
く

中
で
鎮
守
の
森
構
想
の
実
現

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問　

地
域
創
生
の
視
点
か
ら
地

域
づ
く
り・ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
区
画
整
理
事
業
の
将
来

展
望
の
考
え
は
。

政
策
室
長　

現
在
に
お
い
て
は

区
画
整
理
事
業
を
実
施
す
る

計
画
は
な
い
が
、今
後
、総
合

戦
略
を
策
定
し
て
い
く
中
で

広
く
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の

意
見
や
ア
イ
デ
ア
等
を
い
た

だ
き
、区
画
整
理
事
業
を
導

入
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き

に
は
事
業
を
積
極
的
に
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問　
「
住
み
心
地
よ
き
地
域
」を

つ
く
る
、ま
た「
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
」
、「
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
て
い
け
る

地
域
づ
く
り
」の
考
え
は
。

政
策
室
長　

本
町
は「
住
ん
で

よ
し　

訪
ね
て
も
よ
し　

お

ら
が
身
延（
ま
ち
）」を
合
言

葉
に
各
種
事
業
を
進
め
て
き

た
。

　
　

地
域
づ
く
り
は
、「
住
み

心
地
よ
き
地
域
を
つ
く
る
」、

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
、

「
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
」

は
大
切
な
基
本
姿
勢
で
あ

る
。総
合
戦
略
策
定
は
こ
の

基
本
姿
勢
を
念
頭
に
、策
定

作
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

身
延
高
校
で
は
、今
年
度
か

ら
地
域
の
将
来
を
考
え
る
人

材
育
成
を
目
指
す
生
徒
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
。そ
し
て
昨

年
9
月
か
ら
山
梨
県
立
大
学

と
連
携
し
、教
科「
現
代
社
会

研
究
」に
お
い
て
地
域
活
性

化
を
考
え
る
課
題
解
決
型
の

授
業
を
行
っ
て
い
る
が
、高
校

と
の
連
携
に
よ
り
将
来
を
担

う
若
い
力
に
よ
る「
み
の
ぶ
創

生
」の
考
え
は
。

政
策
室
長　

若
い
方
の
地
域
に

対
す
る
気
持
ち
と
、夢
の
あ
る

斬
新
な
意
見
を
聞
け
る
機
会

を
学
校
と
調
整
す
る
中
で
設

定
し
、反
映
し
て
い
き
た
い
。

問　

生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す

る
中
、人
口
流
出
と
相
ま
っ
て

地
方
で
は
経
済
規
模
の
縮
小

が
生
じ
て
い
る
。地
方
の
人
口

流
出
防
止
や
地
域
経
済
の
活

性
化
の
た
め
に
は
地
域
の
課

題
に
対
応
し
た
人
づ
く
り
、雇

用
創
出
が
必
要
と
考
え
る
が

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解

は
。

政
策
室
長　

こ
れ
に
は
雇
用
の

場
の
確
保
が
大
変
重
要
な
こ

と
で
あ
る
。町
内
に
あ
る
各
種

資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
雇

用
の
場
の
創
設
や
、中
部
横
断

自
動
車
道
の
完
成
に
よ
り
甲

府
市
・
静
岡
市
な
ど
へ
の
通
勤

可
能
範
囲
の
拡
大
に
よ
る
職

業
の
選
択
範
囲
が
広
が
る
こ

と
か
ら
、大
い
に
期
待
を
し
て

い
る
。

問　

人
口
減
少・少
子
高
齢
化
が

進
行
し
て
い
る
。企
業
立
地
が

見
込
め
な
い
地
域
に
お
い
て

若
者
を
確
保
す
る
に
は
雇
用

の
場
の
創
出
だ
け
で
な
く
、仕

事
を
興
す
こ
と
の
で
き
る
有

為
な
人
材
の
輩
出
が
不
可
欠

で
あ
る
が
、こ
の
こ
と
に
つ
い

て
の
考
え
を
聞
く
。

政
策
室
長　

本
町
の
地
域
資
源
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
に

よ
り
、新
た
な
起
業
が
生
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
　

そ
し
て
、新
た
に
起
業
を
試

み
る
人
を
支
援
す
る
た
め
に

は
、地
域
と
し
て
の
協
力
体
制

が
重
要
で
あ
る
の
で
広
く
意

見
を
聞
く
中
で
、総
合
戦
略
の

中
に
し
っ
か
り
と
位
置
づ
け

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

「
鎮
守
の
森
構
想
」の
実
現
を
図
る

野島　俊博 議員

人
口
減
少・経
済
縮
小
の
克
服
は

地　域　創　生

ここが聞きたい！

一 般 質 問

【
そ
の
他
の
質
問
】

　
　

農
業
・
商
工
業
・
観
光
・

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
地

方
創
生
に
向
け
た
展
望

と
連
携
に
よ
る
取
り
組
み

の
展
望
は
。
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問

問　

指
名
業
者
数
と
入
札
参
加

業
者
数
、予
定
価
格
と
落
札

価
格
、入
札
回
数
と
工
期
に
つ

い
て
。

財
政
課
長　

６
社
に
よ
り
指
名

競
争
入
札
を
実
施
、入
札
参

加
業
者
も
６
社
で
あ
る
。

　
　

予
定
価
格
は
６
２
７
万
円
、

落
札
価
格
は
３
７
６
万
円
で

あ
る
。入
札
回
数
は
事
前
公

表
要
綱
に
基
づ
き
１
回
で
実

施
。履
行
期
限
は
４
月
21
日

か
ら
６
月
15
日
で
あ
る
。

問　

予
定
価
格
６
２
７
万
円
に

対
し
て
約
60
パ
ー
セ
ン
ト
、

３
７
６
万
円
の
落
札
は
低
入

札
価
格
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
、本
町
で
は
低
入
札
価
格

調
査
制
度
に
よ
る
調
査
基
準

価
格
の
設
定
等
の
扱
い
に
つ

い
て
。

財
政
課
長　

本
町
で
は
低
入
札

価
格
調
査
制
度
を
導
入
し

て
い
る
。
今
回
の
入
札
で
は

低
入
札
調
査
基
準
価
格
を

４
１
８
万
円
と
し
た
が
、低
入

札
調
査
基
準
価
格
を
下
回
る

３
７
６
万
円
の
入
札
と
な
り

低
入
札
価
格
調
査
委
員
会
を

開
催
し
、当
該
入
札
業
者
を

落
札
者
に
決
定
し
た
。

問　

進
捗
率
と
今
後
の
工
事
執

行
計
画
は
。

学
校
教
育
課
長　

進
捗
率
は

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
に
近
い

状
況
で
あ
る
、夏
休
み
前
に
は

施
工
業
者
を
決
定
し
た
い
。施

工
に
際
し
て
は
授
業
や
部
活

動
な
ど
に
支
障
の
な
い
よ
う

慎
重
に
進
め
、年
度
内
の
完
成

を
目
指
す
。

問　

新
校
舎
建
設
推
進
検
討
委

員
会
立
ち
上
げ
の
準
備
状
況・

委
員
の
構
成
協
議
に
付
す
べ

き
内
容・協
議
結
果
を
求
め
る

時
期
等
は
。

学
校
教
育
課
長　

第
１
回
建
設

検
討
委
員
会
を
遅
く
て
も
７

月
上
旬
ま
で
に
開
催
し
た
い
。

委
員
の
構
成
は
１
号
委
員
に

中
学
校
の
先
生
、２
号
委
員
に

小
学
校
お
よ
び
保
育
所
等
の

保
護
者
、３
号
委
員
に
町
議
会

の
代
表
、４
号
委
員
と
し
て
学

識
経
験
者
で
組
織
。委
員
の
数

は
20
人
以
内
と
す
る
。検
討
す

る
内
容
は
、中
学
校
の
配
置
に

関
す
る
こ
と
、新
校
舎
建
設
に

関
す
る
こ
と
、そ
の
ほ
か
必
要

と
思
わ
れ
る
事
項
と
す
る
。

　
　

開
催
回
数
、結
論
の
終
結
時

期
は
明
言
で
き
な
い
が
教
育

委
員
会
事
務
局
と
し
て
は
、

28
年
度
中
に
結
論
を
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

問　

中
学
校
大
規
模
改
修
工
事

に
国
庫
支
出
金
が
充
当
さ
れ

る
が
、新
校
舎
建
設
協
議
が

整
っ
た
時
、国
庫
支
出
金
の
充

当
が
い
か
な
る
制
約
も
妨
げ

も
発
生
し
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長　

こ
の
補
助
金

を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、そ
の

後
の
学
校
施
設
整
備
事
業
に

な
ん
ら
妨
げ
や
制
約
を
受
け

る
も
の
で
は
な
い
。

問　

長
年
に
わ
た
り
地
域
の
生

活
文
化
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
た
中
学
校

で
あ
る
。地
域
創
生
と
連
携

し
夢
と
希
望
の
持
て
る
方
策

を
、地
域
と
行
政
が
一
体
と
な

り
対
策
を
早
急
に
講
ず
る
べ

き
で
は
。

財
政
課
長　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
拠
点
が
重
要
で
あ
る
、多
く

の
意
見
を
伺
い
検
討
す
る
。

第
１
回
建
設
検
討
委
員
会
を
７
月
上
旬
に
開
催

深澤　勝 議員

新
校
舎
建
設
推
進
検
討
委
員
会
の
立
ち
上
げ
は

校舎建設準備

【
そ
の
他
の
質
問
】

・個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
―
）

制
度
に
つ
い
て
注
意
換
気

を
。

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況
と
対

策
に
つ
い
て

中
学
校
大
規
模
改
修
工
事

設
計
業
務
委
託
に
つ
い
て

新
校
舎
建
設
推
進
検
討
委

員
会
設
置
及
び
協
議
方
針

廃
校
後
の
校
舎
の
利
活
用

の
方
針
は

一 般 質 問

答
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問

問　

昨
年
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
法
」が
制
定
さ
れ
、12

月
補
正
予
算
で
、「
地
方
消
費

喚
起
・
生
活
支
援
型
交
付
金
」

が
交
付
さ
れ
た
。プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
で
、経
済
を
活
性
化
す

る
の
が
目
的
で
あ
る
。町
民
へ

の
周
知
は
。

政
策
室
長　
「
地
方
創
生
総
合

戦
略
会
議
」の
委
員
を
募
集

し
た
ほ
か
、プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
の
チ
ラ
シ
を
全
戸
に
配

布
し
た
。

問　

町
民
と
の
懇
談
会
で
、副
町

長
設
置
の
質
問
が
あ
っ
た
。町

長
就
任
以
来
、設
置
し
な
い
方

針
だ
っ
た
副
町
長
を
置
い
た

理
由
は
。

町
長　

３
月
定
例
会
で
申
し
上

げ
た
と
お
り
、総
合
戦
略
策

定
に
は
、現
在
の
体
制
で
は
手

一
杯
で
あ
る
た
め
、知
識
経
験

を
有
す
る
県
職
員
の
派
遣
を

要
請
し
、副
町
長
に
選
任
し

た
。

問　

現
状
の
職
員
体
制
で
は
無

理
で
あ
る
と
い
う
理
由
は
。

町
長　

合
併
時
２
７
１
人
だ
っ

た
職
員
を
現
在
２
０
４
人
に

ま
で
削
減
し
た
た
め
で
あ
る
。

問　

副
町
長
に
は
、本
年
度
中
に

総
合
戦
略
を
策
定
す
る
こ
と

に
展
望
は
あ
る
の
か
。

副
町
長　

実
施
す
る
施
策
を
予

算
化
で
き
る
よ
う
本
年
中
の

策
定
を
目
指
し
て
お
り
、し
っ

か
り
対
応
し
て
い
く
。

問　

公
募
し
た
委
員
の
一
人
は
、

自
分
が
選
任
さ
れ
た
こ
と
に

疑
問
を
呈
し
て
い
た
。ま
た
、一

人
は
役
場
職
員
だ
と
聞
い
た

が
本
当
か
。

政
策
室
長　
「
総
合
戦
略
策
定

委
員
」に
は
、産
・
官
・
学
・
金
・

労・言
な
ど
各
方
面
か
ら
の
参

画
を
促
す
よ
う
国
か
ら
も
求

め
ら
れ
て
い
る
。20
人
の
委
員

は
、議
員
2
人
、公
募
3
人
、

そ
の
他
15
人
で
、男
女
比
率
や

年
齢
層
な
ど
を
考
慮
し
て
選

考
し
た
。指
摘
さ
れ
た
一
人
は

福
祉
保
健
課
在
籍
の
臨
時
職

員
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ

る
。

問　

小
中
学
校
統
廃
合
が
決
ま

り
、下
部
地
区
は
全
て
廃
校
。

身
延
地
区
で
も
、宅
地
分
譲
中

の
丸
滝
地
内
の
小
学
校
が
廃

校
と
な
る
。こ
う
い
う
状
況
を

つ
く
っ
た
の
は
町
長
と
教
育

委
員
会
で
あ
る
。

　
　

学
校
の
な
い
と
こ
ろ
に
若

者
や
子
ど
も
は
住
め
ず
、「
学

校
統
廃
合
と
創
生
法
」の
間

に
は
、整
合
性
が
な
い
と
思
わ

れ
る
が
ど
う
か
、副
町
長
に
も

考
え
を
問
う
。

町
長　

学
校
統
廃
合
を
決
め
た

の
は
、教
育
委
員
会
と
議
会

で
あ
り
、町
長
に
は
権
限
は
な

い
。人
口
減
少
・
高
齢
化
率
は

大
変
厳
し
い
が
、国
の
施
策
に

積
極
的
に
参
画
し
て
、活
力
あ

る
町
づ
く
り
に
努
め
る
。

副
町
長　

学
校
統
廃
合
に
つ
い

て
、発
言
す
る
立
場
に
は
な

い
。現
在
、本
町
が
置
か
れ
て

い
る
現
状
を
し
っ
か
り
見
極

め
て
総
合
戦
略
策
定
に
尽
力

す
る

問　

総
合
戦
略
が
奏
功
す
れ
ば
、

若
者
や
子
ど
も
た
ち
が
こ
の

町
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。そ
の
時
の
た
め
に

閉
校
と
な
る
３
中
を
休
校
に

し
て
お
く
こ
と
は
ど
う
か
。

町
長　

議
会
で
条
例
が
改
正
さ

れ
た
の
で
、休
校
に
し
て
お
く

の
は
有
効
で
は
な
い
。

問　

休
校
の
た
め
に
条
例
改
正

と
か
予
算
措
置
が
必
要
か
。

学
校
教
育
課
長　

閉
校
に
す
る

と
い
う
学
校
設
置
条
例
が
改

正
さ
れ
た
以
上
、休
校
に
す
る

た
め
に
は
、条
例
改
正
が
必
要

で
あ
る
。

問　

通
学
バ
ス
の
経
路
で
試
験

運
行
を
し
た
と
い
う
の
は
事

実
か
。
事
実
な
ら
ば
、結
果

は
、い
つ
頃
議
会
と
保
護
者
に

報
告
す
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

試
験
運
行
し

た
の
は
事
実
。現
段
階
で
は

中
学
校
統
合
準
備
委
員
会
へ

説
明
報
告
し
、そ
の
後
、協
議

調
整
さ
れ
た
も
の
を
議
会
等

へ
説
明
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問　

試
験
運
行
を
目
撃
し
た
町

民
が
、信
号
無
視
や
速
度
規

制
を
順
守
し
て
い
な
か
っ
た

と
報
告
し
て
い
る
が
。

学
校
教
育
課
長　

法
令
順
守
は

当
然
で
あ
り
、安
全
運
転
で

あ
っ
た
と
思
う
。

問　

説
明
会
な
ど
で
は
30
分
以

内
と
答
え
て
い
た
が
、統
合
準

備
委
員
会
で
は
37
分
と
か
38

分
と
言
っ
て
い
た
そ
う
だ
が
。

学
校
教
育
課
長　

今
後
、何
回
か

バ
ス
を
走
ら
せ
て
確
認
し
て

い
く
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
チ
ラ
シ
で
広
報
し
て
い
る

芦澤　健拓 議員

「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
法
」を
町
民
は
理
解
し
て
い
る
か

まち･ひと･しごと創生法

答

学
校
統
廃
合
と
創
生
法
案
は

学
校
の
休
校
措
置
は

通
学
バ
ス
の
試
験
運
行
は

一 般 質 問
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問

問　

中
学
校
統
合
準
備
委
員
会

の
進
捗
状
況
は
。

学
校
教
育
課
長　

２
月
１７
日
以

降
、役
員
の
選
出
、校
名
、制

服
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
、校
章
・
校

歌
等
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、お

お
む
ね
予
定
ど
お
り
に
進
ん

で
い
る
。

問　

学
校
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
、保
護
者
の
声
と
地
域

の
実
態
を
踏
ま
え
た
学
校
づ

く
り
を
望
む
と
、１
月
に
文
部

科
学
省
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

ま
さ
に
統
合
準
備
委
員
会
に

求
め
ら
れ
て
い
る
内
容
だ
が
、

教
育
委
員
会
は
ど
う
受
け
止

め
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

協
議
内
容
は
か
な
り

進
ん
で
い
る
。通
知
の
内
容
を

十
分
留
意
し
、今
後
の
小
学
校

の
統
合
に
も
、教
育
委
員
会

と
し
て
斟
酌
し
て
努
力
し
て

い
き
た
い
。

問　

統
合
準
備
委
員
会
の
学
識

経
験
者
が
、地
域
の
声
を
聞
か

な
い
事
実
が
あ
る
が
。

教
育
長　

今
初
め
て
聞
い
た
。

問　

統
合
準
備
委
員
会
の
傍
聴

が
認
め
ら
れ
な
い
理
由
は
。

学
校
教
育
課
長　

第
１
回
は
教

育
委
員
会
が
招
集
し
、役
員
の

選
出
や
委
員
に
自
由
に
意
見

を
述
べ
て
も
ら
う
配
慮
か
ら

認
め
な
か
っ
た
。

　
　

第
２
回
目
以
降
は
、会
長
の

判
断
と
委
員
の
了
解
の
上
で

保
護
者
代
表
に
傍
聴
を
認
め

て
い
る
。

問　

議
会
は
行
政
の
監
視
機
関

で
あ
り
、議
員
の
傍
聴
を
認
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

準
備
委
員
会
が
所
期

の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
ど

う
し
た
ら
良
い
か
を
考
え
、会

長
・
委
員
が
判
断
し
、方
向
性

を
決
め
た
。

問　

統
合
準
備
委
員
会
に
、小
学

校
の
保
護
者
に
も
参
加
し
て

も
ら
い
、意
見
を
聞
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長　

委
員
の
方
に
、

小
学
校
の
保
護
者
の
意
見・要

望
も
聞
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。

ま
た
、委
員
会
の
会
議
録
や

資
料
等
も
公
表
し
て
お
り
、意

見
等
の
吸
い
上
げ
は
そ
れ
で

十
分
だ
と
思
っ
て
い
る
。

問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
ル
ー

ト
は
。

学
校
教
育
課
長　

５
系
統
で
運

行
す
る
。今
後
、乗
車
場
所
、

安
全
対
策
、運
行
時
間
等
を

協
議
検
討
す
る
。

問　

５
月
１９
日
に
バ
ス
で
検
証

し
て
い
る
が
目
的
は
。

学
校
教
育
課
長　

バ
ス
で
乗
車

場
所
の
施
設
の
安
全
確
認
と

乗
車
場
所
、渋
滞
の
状
況
の
確

認
等
を
行
っ
た
。

問　

今
回
の
検
証
走
行
で
安
全

確
認
の
た
め
に
停
車
し
た
事

実
は
な
か
っ
た
。以
前
乗
用
車

で
検
証
し
た
所
要
時
間
に
合

わ
せ
る
た
め
に
、バ
ス
で
の
走

行
検
証
を
し
た
の
で
は
な
い

か
。

学
校
教
育
課
長　

そ
れ
は
議
員

の
推
測
で
は
な
い
か
。

自
由
に
意
見
を
述
べ
る
よ
う
に
会
長
が
判
断
し
決
定
さ
れ
た

松浦　隆 議員

統
合
準
備
委
員
会
の
傍
聴
を
議
員
に
も
認
め
な
い
理
由
は

統合準備委員会

【
要
望
】

　
　

学
校
統
合
は
、保
護
者
・

住
民
と
の
信
頼
関
係
の
も

と
で
進
め
ら
れ
る
べ
き
で

あ
り
、今
後
も
教
育
委
員

会
の
真
摯
な
対
応
を
求
め

る
。

答

一 般 質 問

スクールバス
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問

問　

委
員
の
組
織
構
成
は
ど
の

よ
う
な
形
で
構
成
さ
れ
て
い

る
か
。

政
策
室
長　

委
員
に
つ
い
て
は

全
員
で
２０
人
、構
成
は
議
会

議
員
２
人
、町
民
か
ら
の
公
募

３
人
、関
係
団
体
１０
人
、学
識

経
験
者
５
人
で
あ
る
。

問　

総
合
戦
略
に
つ
い
て
内
容

等
が
理
解
さ
れ
た
上
で
の
委

員
選
考
か
。

政
策
室
長　

国
か
ら
示
さ
れ
た

委
員
の
構
成
を
参
考
に
し
て
、

身
延
町
総
合
戦
略
策
定
委
員

会
設
置
要
綱
を
定
め
選
考
し

た
。

問　

組
織
の
中
で
地
方
創
生
に

対
し
て
理
解
さ
れ
た
中
で
選

考
し
た
の
か
。

政
策
室
長　

委
員
の
委
嘱
式
の

と
き
に
も
説
明
し
、こ
れ
か
ら

も
広
報
等
で
説
明
を
し
て
い

き
た
い
。

問　

委
員
応
募
数
と
決
定
条
件

は
。

政
策
室
長　

１０
人
の
応
募
が
あ

り
、選
考
に
あ
た
っ
て
は「
社

会
的
活
動
の
経
験
、性
別
、年

齢
、地
域
性
等
を
総
合
的
に

考
慮
す
る
」
と
の
要
綱
に
よ

り
選
考
し
た
。

問　

中
学
校
統
合
計
画
の
進
行

状
況
と
今
後
の
進
め
方
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

統
合
反
対
の
保
護
者
へ
の

意
向
調
査
を
さ
れ
た
か
。調

査
を
し
た
場
合
、そ
の
結
果
に

つ
い
て
伺
う
。

学
校
教
育
課
長　

統
合
反
対
の

保
護
者
へ
の
意
向
調
査
は
行
っ

て
い
な
い
。

問　

遠
距
離
通
学
に
反
対
し
、越

境
通
学
を
多
く
の
子
ど
も
保

護
者
が
希
望
し
て
い
る
。教
育

委
員
会
の
対
応
は
。

教
育
長　

区
域
外
就
学
は
、学
校

教
育
法
施
行
令
に
よ
り
、「
区

域
外
就
学
を
希
望
す
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
は
就
学
さ
せ

よ
う
と
す
る
中
学
校
を
設
置

す
る
市
町
村
の
教
育
委
員
会

の
承
諾
を
証
す
る
書
面
を
添

え
て
住
所
の
存
す
る
市
町
村

へ
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
　

ま
た
、承
諾
を
与
え
よ
う
と

す
る
場
合
に
は
、あ
ら
か
じ
め

児
童
生
徒
の
住
所
の
存
す
る

市
町
村
教
育
委
員
会
に
協
議

す
る
」と
規
定
し
て
い
る
。市

川
三
郷
町
教
育
委
員
会
か
ら

示
さ
れ
る
案
件
に
つ
い
て
、そ

れ
ぞ
れ
個
別
事
案
と
し
て
協

議
し
判
断
す
る
。

問　

久
那
土
、西
島
地
区
に
お
い

て
は
個
々
で
は
な
く
両
地
域

の
子
ど
も
が
六
郷
中
へ
通
い

た
い
と
言
っ
て
い
る
。遠
距
離

通
学
よ
り
隣
接
町
へ
の
通
学

の
方
が
安
全
で
あ
る
。

教
育
長　

区
域
外
就
学
は
法
令

等
に
基
づ
い
て
個
々
の
事
情

に
よ
り
決
め
る
。地
域
を
一
括

し
て
、あ
る
い
は
団
体
と
し
て

い
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

問　
「
個
々
で
条
件
が
合
え
ば
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、隣
接

町
の
方
が
安
全
に
通
学
で
き

る
と
い
っ
た
場
合
、許
可
す
る

の
か
。

教
育
長　

安
全
で
あ
る
か
、安
全

で
な
い
か
と
い
う
議
論
は
考

え
方
で
い
ろ
い
ろ
あ
る
。町
で

は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
送
迎
す
る

計
画
で
、安
全
策
に
つ
い
て
も

準
備
委
員
会
で
検
討
し
て
い

る
。

問　

こ
の
ま
ま
進
め
る
と
陸
の

孤
島
と
な
る
。過
日
噴
火
し

た
口
永
良
部
島
、小
中
合
わ
せ

て
１３
人
で
も
島
に
学
校
が
あ

る
。義
務
教
育
、地
域
に
根
差

し
た
教
育
、地
域
の
伝
統
文

化
を
学
び
な
が
ら
の
教
育
、そ

し
て
勉
学
に
励
む
。こ
れ
が
基

本
で
あ
る
。旧
中
富
町
時
代
、

中
富
中
に
な
る
前
に
分
教
場

方
式
を
取
っ
た
経
緯
が
あ
る

が
、そ
の
考
え
は
。

教
育
長　

統
合
計
画
を
進
め
る

中
で
分
校
と
か
分
教
場
の
考

え
は
な
い
。

議
員・公
募・関
係
団
体・学
識
経
験
者
で
あ
る

川口　福三 議員

地
方
創
生
策
定
委
員
の
構
成
は

地方創生総合戦略

答

一 般 質 問
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問

問　

畑
野
君
江
衆
議
院
議
員
が

本
町
の
統
廃
合
計
画
の
進
め

方
が
全
国
的
に
見
て
も
あ
ま

り
に
も
強
引
な
や
り
方
で
あ

る
と
国
会
質
問
を
し
た
。

　
　

今
回
の
統
廃
合
の
手
引
き

に
は
保
護
者
や
地
域
住
民
と

の
共
通
理
解
を
得
な
が
ら
と

か
、行
政
が
一
方
的
に
進
め
る

も
の
で
な
く
保
護
者
の
声
を

重
視
し
つ
つ
地
域
住
民
の
十

分
な
理
解
と
協
力
を
得
る
な

ど
丁
寧
な
議
論
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
し
て
い
る
が
。本
町

の
進
め
方
は
こ
れ
ら
の
教
訓

や
原
則
が
守
ら
れ
て
い
な
い

と
の
質
問
に
下
村
文
科
大
臣

が
丁
寧
さ
に
か
け
る
と
認
め
、

住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
る

よ
う
徹
底
し
て
い
く
考
え
を

述
べ
た
が
。

教
育
長　

そ
の
解
釈
と
反
対
で
、

本
町
の
学
校
統
合
に
つ
い
て

下
村
大
臣
が
、支
持
し
肯
定

し
た
発
言
と
解
釈
し
て
い
る
。

問　

国
会
の
中
で
本
町
の
学
校

統
合
の
や
り
方
が
論
議
さ
れ

て
い
た
が
、最
高
責
任
者
と
し

て
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

素
晴
ら
し
い
こ
と
を
皆

さ
ん
が
決
め
て
く
れ
た
。そ
の

こ
と
を
私
は
支
持
す
る
。国

の
言
っ
た
こ
と
に
は
答
え
ら

れ
な
い
。

問　

３
月
議
会
で
採
択
さ
れ
た

請
願
へ
の
対
応
は

教
育
長　

中
学
校
統
合
準
備
委

員
会
に
小
学
校
の
保
護
者
を

加
え
る
こ
と
は
、設
置
の
時
点

で
合
議
し
、す
で
に
協
議
が
進

ん
で
い
る
の
で
考
え
て
い
な

い
。

問　

統
合
準
備
委
員
会
の
中
で

小
学
校
の
保
護
者
も
入
れ
て

欲
し
い
と
い
う
意
見
に
対
し
、

小
学
校
の
保
護
者
の
意
見
は

あ
な
た
達
の
責
務
と
聞
い
た

が
、そ
れ
は
教
育
委
員
会
の
仕

事
で
は
な
い
か
。。

教
育
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校

の
保
護
者
会
の
対
応
は
違

う
が
、あ
る
地
域
で
は
小
中

学
校
の
保
護
者
会
が
同
時

に
協
議
し
、意
志
決
定
を
し

て
い
る
。

問　

統
合
準
備
委
員
会
の
傍
聴

を
委
員
か
ら
も
要
望
が
あ
っ

た
と
聞
い
た
。私
の
一
般
質
問

に
は
認
め
る
よ
う
な
答
弁

だ
っ
た
が
。

教
育
長　

一
番
関
心
の
あ
る
保

護
者
を
各
校
２
人
ま
で
と
し

変
え
る
つ
も
り
は
な
い
。

問　

保
護
者
が
心
配
し
て
い
る

通
学
時
の
災
害
等
に
つ
い
て

の
対
応
と
責
任
は
。

教
育
長　

生
徒
の
登
下
校
ま
で
、

町
の
責
任
で
対
応
す
る
。

問　

○
教
育
振
興
基
本
計
画
は

以
前
質
問
も
し
た
が
、委
員

を
公
募
す
る
の
か
。

教
育
長　

事
務
局
で
い
ろ
い
ろ

な
案
を
考
え
て
い
る
の
で
、今

こ
こ
で
は
申
し
上
げ
ら
れ
な

い
。

問　

小
学
校
統
合
準
備
委
員
会

に
地
域
代
表
を
入
れ
る
べ
き

だ
が
。

学
校
教
育
課
長　

中
学
校
統
合

準
備
委
員
会
の
組
織
や
構
成

を
基
本
的
に
踏
襲
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
。

問　

区
域
外
就
学
は
ど
う
い
う

基
準
で
判
断
す
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

小
中
学
校

に
お
け
る
就
学
す
べ
き
学
校

の
指
定
変
更
に
関
す
る
取
扱

い
要
綱
に
基
づ
き
判
断
を
す

る
。

問　

今
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
た

部
活
や
家
庭
の
事
情
な
ど
も

今
後
も
認
め
ら
れ
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

こ
の
要
綱
に

照
ら
し
合
わ
せ
、個
別
の
事
案

と
し
て
判
断
す
る
。

大
臣
答
弁
の
解
釈
に
違
い
が
あ
る

渡辺　文子 議員

「
本
町
の
統
廃
合
は
丁
寧
さ
に
欠
け
る
と
」下
村
大
臣
が
答
弁

学校統合問題

答

一 般 質 問

○
教
育
振
興
基
本
計
画
と
は

　

教
育
振
興
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
、計
画
的
に
進

め
る
た
め
の
基
本
計
画
。改
正
教
育
基
本
法
で
、政
府
が

作
り
国
会
に
報
告
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

　

地
方
自
治
体
も
国
の
計
画
を
参
考
に
、地
域
の
実
情

に
応
じ
た
基
本
計
画
を
作
る
こ
と
が
努
力
目
標
と
な
っ

て
い
る
。

 

○
富
士
川
町
は
す
で
に
策
定
済
み
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問

問　

身
延
町
の
75
歳
以
上
の
高

齢
者
の
い
る
世
帯
数
と
本
町

に
お
け
る
近
年
の
被
害
状
況

と
被
害
額
は
。

総
務
課
長　

世
帯
数
は
現
在

２
７
７
７
世
帯
で
、被
害
額

は
、捜
査
上
の
関
係
か
ら
情

報
は
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し

た
。被
害
状
況
は
、平
成
24
年

度（
2
件)

・
25
年
度（
1
件
）・

26
年
度(

０
件)

で
あ
る
。

問　

今
ま
で
ど
の
よ
う
な
防
止

対
策
を
実
施
し
て
き
た
の

か
。

総
務
課
長　

防
災
無
線
で
の
注

意
喚
起
や
チ
ラ
シ
を
全
町
に

回
覧
し
た
。

問　

高
齢
者
が
い
る
世
帯
に
対

し
て
防
止
用
機
器
の
貸
し
出

し
や
購
入
補
助
を
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

総
務
課
長　

本
町
で
の
被
害
状

況
等
の
動
向
を
見
な
が
ら
、検

討
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問　

町
営
バ
ス
中
富
線
の
運
行

経
路
の
説
明
を

政
策
室
長　

新
早
川
橋
～
鰍
沢

線
、古
関
～
甲
斐
岩
間
線
、中

富
南
線
の
3
路
線
で
あ
る
。

問　

高
校
生
や
町
民
が
通
学
や

通
勤
等
に
利
用
出
来
る
よ
う

コ
ー
ス
の
設
定
と
運
行
時
刻

を
再
検
討
し
て
、通
学
時
間
等

に
合
う
よ
う
変
更
し
て
欲
し

い
。

政
策
室
長　

よ
り
利
便
性
の
高

い
運
行
コ
ー
ス
の
検
討
や
Ｊ

Ｒ
及
び
他
町
の
運
行
バ
ス
等

と
の
接
続
に
つ
い
て
調
整
し

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

町
民
に
開
放
さ
れ
て
い
る

体
育
施
設
の
利
用
状
況
は
。

生
涯
学
習
課
長　

平
成
26
年
度

の
利
用
者
数
は
、全
体
で
延
べ

8
万
３
８
９
６
人
で
あ
る
。

問　

施
設
等
に
対
す
る
要
望
等

の
把
握
及
び
修
理
補
修
等
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る

の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

そ
の
都
度
報

告
を
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願

い
を
し
て
お
り
、緊
急
性
等

を
判
断
し
た
う
え
で
修
繕
を

行
っ
て
い
る
。

　
　
「
安
心
し
て
利
用
で
き
る
安

全
な
施
設
を
提
供
す
る
」こ

と
を
目
標
と
し
て
施
設
の
維

持
管
理
に
努
め
、「
町
民
い
ち

ス
ポ
ー
ツ
」の
機
会
を
提
供
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

安
全
な
施
設
を
利
用
す
る

為
に
、私
た
ち
利
用
者
自
ら

出
来
る
事
は
無
い
か
。

生
涯
学
習
課
長　

施
設
・
設
備
・

器
具
等
を
破
損
さ
せ
た
場
合

や
、異
常
に
気
が
つ
い
た
ら
速

や
か
に
連
絡
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

問　

甲
南
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
勤
労

セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
照

明
が
一
部
切
れ
て
お
り
、暗
く

て
危
な
い
状
況
だ
が
、修
繕
計

画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

甲
南
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
つ
い
て
は
、照
明
の
支

障
と
な
っ
て
い
る
木
の
枝
の
伐

採
も
含
め
て
近
々
に
対
処
す

る
。

　
　

勤
労
セ
ン
タ
ー
は
身
延
町

観
光
振
興
協
議
会
と
費
用
負

担
等
に
つ
い
て
の
協
議
を
行

い
、早
期
に
改
善
で
き
る
よ
う

対
応
す
る
。

被
害
状
況
等
の
動
向
を
見
な
が
ら
、検
討
し
て
行
き
た
い

赤池　朗 議員

振
り
込
め
詐
欺
防
止
対
策
に
つ
い
て

振り込め詐欺防止策

【
要
望
】

　
　

町
民
の
被
害
を
な
く
し

安
心
し
て
住
め
る
町
に
す

る
た
め
に
、町
で
出
来
る

事
は
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
行
く
よ
う
求
め
ま
す
。

答

一 般 質 問

町営バス中富線（切石地内）
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問

答

空
き
教
室
を
利
用
し
、保
管
し
て
い
る

現
在
、身
延
中
学
校
の
防
災
備
品
の
保
管
は

予算審査特別委員会レポート
委員長　福　與　三　郎

◎
林
道
富
士
見
山
線

　
　
　
　
　

災
害
崩
落
現
場

◎
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
「
み
の
り
の
里
い
い
と
み
」

【
政
策
室
】

問　

身
延
町
総
合
計
画
策
定
業

務
委
託
料
３
４
４
万
３
千
円

の
減
額
理
由
と
総
合
戦
略
と

の
関
係
は
。

答　

当
初
予
算
算
定
時
に
は
単

年
度
で
行
う
予
定
で
あ
っ
た

が
、総
合
戦
略
の
見
極
め
の
関

係
で
28
年
度
と
の
２
カ
年
に

変
更
し
た
。今
回
の
減
額
分

は
、全
額
28
年
度
に
継
続
す

る
。

問　

企
画
費
中
「
委
託
料
」
の

●
移
住
プ
ロ
モ
―
シ
ョ
ン
動
画

作
成
費
64
万
８
千
円
の
内
容

は
。

答　

総
務
省
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
に
掲
載
す
る
動
画
を
作
成

す
る
も
の
で
、全
国
市
町
村
が

参
加
し
、特
別
交
付
税
で
措

置
さ
れ
る
。

問　

定
住
プ
ロ
モ
―
シ
ョ
ン
動

画
作
成
は
、
身
延
の
特
徴
を

出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
本
町
で
は
以
前
、

空
き
家
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
が
、
そ
の
結
果
は
生

か
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

23
年
に
山
梨
県
緊
急
雇
用

創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金
事

業
で
空
き
家
を
調
査
し
、
空

き
家
状
態
も
段
階
的
に
区
分

さ
れ
て
い
る
が
、
調
査
員
の

主
観
で
区
分
さ
れ
て
い
る
た

め
、
今
回
、
総
合
戦
略
の
先

行
型
で
前
回
の
デ
ー
タ
を
元

に
、
再
調
査
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

　
　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
意
向

調
査
も
行
う
予
定
で
あ
り
、

防
災
面
や
環
境
面
な
ど
、
他

の
課
で
も
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

企
画
費
中「
委
託
料
」、総

合
教
育
会
議
議
事
録
作
成
業

務
委
託
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、教
育
委
員
会
で
事
務
を

行
う
も
の
で
は
な
い
の
か
。

答　

事
務
局
は
、町
長
部
局
の
政

策
室
で
行
う
よ
う
身
延
町
総

合
教
育
会
議
設
置
要
綱
で
定

め
ら
れ
て
い
る
。

【
建
設
課
】

問　

歳
入
、
国
の
住
宅
費
補

助
金
６
４
１
万
６
千
円
の

内
容
は
。

答　

過
去
の
大
地
震
で
倒
壊

し
た
建
築
物
が
、
緊
急
輸

送
道
路
等
を
塞
ぎ
、
避
難

や
救
急
・
消
火
活
動
、
緊

急
物
資
輸
送
等
の
妨
げ
に

な
っ
た
。

　
　

今
後
、
緊
急
輸
送
の
道

路
（
国
道
・
県
道
）
の
妨

げ
に
な
り
そ
う
な
対
象
物

24
件
を
耐
震
診
断
す
る
費

用
に
対
す
る
補
助
金
で
あ

る
。

　
　

内
訳
は
、
国
が
４
分
の

２
、
県
・
町
が
４
分
の
１

ず
つ
で
あ
る
。

●
現
地
調
査

▽
27
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

●
移
住
プ
ロ
モ
―
シ
ョ
ン
と
は
、

　
　

例
え
ば
、

　
　
　
・「
住
み
替
え
る
」、

　
　
　
・「
住
み
帰
る
」な
ど
、

身
延
町
の
魅
力
の
発
信
や
移
住
へ
の
動
機

づ
け
を
図
り
、本
町
へ
の
移
住
を
促
進
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
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【
学
校
教
育
課
】

問　

身
延
中
学
校
防
災
倉
庫
設

置
工
事
の
内
容
と
現
在
の
保

管
は
。

答　

面
積
30・24
平
方
メ
ー
ト
ル

の
軽
量
鉄
骨
構
造
の
倉
庫
で

あ
る
。

　
　

統
合
準
備
委
員
会
の
要
望

に
よ
り
、今
年
度
は
統
合
に
向

け
て
備
品・教
材
等
の
仮
置
き

場
と
し
て
利
用
し
、28
年
度
か

ら
防
災
倉
庫
と
し
て
使
用
す

る
。

　
　

現
在
は
、空
き
教
室
を
利
用

し
て
保
管
し
て
い
る

問　

防
災
倉
庫
の
移
動
は
可
能

か
。

答　

基
礎
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

あ
る
た
め
壊
す
こ
と
に
な
る

が
、プ
レ
ハ
ブ
な
の
で
移
動
は

可
能
で
あ
る
。

問　

役
務
費
中
、手
数
料
の
説
明

を
求
め
る
。　

答　

中
学
校
統
合
に
向
け
て
４

校
の
不
要
に
な
っ
た
備
品
・
教

材
等
を
随
時
処
理
で
き
る
よ

う
、夏
休
み
前
に
コ
ン
テ
ナ
を

設
置
す
る
。

　
　

８
立
方
メ
ー
ト
ル
コ
ン
テ
ナ

25
台
で
、身
延
中
学
校
に
10

台
、そ
の
他
３
校
に
５
台
ず
つ

設
置
す
る
費
用
。

【
生
涯
学
習
課
】

問　

青
少
年
自
然
の
里
特
別
会

計
繰
出
金
の
減
額
理
由
お
よ

び
今
後
の
運
営
は
。

答　

減
額
は
給
与
等
の
改
定
に

よ
る
減
額
で
あ
る
。

　
　

県
立
の
施
設
で
あ
り
、今
年

度
末
で
町
へ
の
指
定
管
理
が

終
了
す
る
た
め
、今
後
の
活
用

に
つ
い
て
は
県
に
お
い
て
検

討
さ
れ
る
。

【
福
祉
保
健
課
】

問　

介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修

業
務
の
内
容
は
。

答　

介
護
保
険
法
の
利
用
者
負

担
や
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
見
直
し
等
、介
護
保
険
法

が
改
正
さ
れ
た
内
容
を
シ
ス

テ
ム
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の

業
務
で
あ
る
。

問　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

入
所
要
件
が
介
護
３
以
上
に

限
定
さ
れ
、要
介
護
１
・２
の

人
は
入
所
で
き
な
く
な
っ
た

が
、町
で
は
こ
の
状
況
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

答　

要
介
護
１
・２
で
も
、在
宅

生
活
が
困
難
な
一定
の
事
情
が

あ
れ
ば
、施
設
の
判
断
で
特
例

的
に
入
所
が
認
め
ら
れ
る
場

合
が
あ
る
。

　
　

町
と
し
て
、適
切
に
関
わ
り

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

問　

要
支
援・要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
人
は
何
人
い
る
の

か
。

答　

本
年
５
月
末
で
１
１
１
４

人
で
あ
る
。

　
　

内
訳
は
、要
支
援
１
が
59

人
、要
支
援
２
が
１
０
４
人
、

要
介
護
１
が
１
９
７
人
、要

介
護
２
が
２
１
１
人
、要
介

護
３
が
２
０
６
人
、要
介
護

４
が
１
８
２
人
、要
介
護
５
が

１
５
５
人
で
あ
る
。

問　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

の
入
所
待
機
者
は
何
人
い
る

の
か
。

答　

昨
年
４
月
の
状
況
で
あ
る

が
、入
所
待
機
者
は
４
０
０
人

で
あ
り
、そ
の
内
、要
介
護
３

以
上
の
人
は
２
０
０
人
で
あ

る
。

問　

日
本
年
金
機
構
で
は
、職
員

の
パ
ソ
コ
ン
が
メ
ー
ル
に
よ
り

ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
、個
人
情

報
流
出
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

が
、介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
、ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　

介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
を
使

用
で
き
る
の
は
、介
護
保
険
担

当
の
3
人
の
み
に
制
限
さ
れ

て
い
る
。ま
た
、外
部
か
ら
シ

ス
テ
ム
へ
不
正
に
侵
入
す
る

こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、職
員

が
メ
ー
ル
を
送
受
信
す
る
情

報
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
切

り
離
さ
れ
て
い
る
。

委 員 会６ 　 月
定 例 会

▽
27
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

●身延中学校　防災倉庫設置場所　グランウンド東側

●
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日
時
　
平
成
27
年
５
月
26
日（
火
）27
日（
水
）

場
所
　
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　

帝
京
大
学
経
済
学
部
内
貴
教
授
が「
地
方
自

治
の
母
国
に
負
け
な
い
我
が
国
の
町
村
議
会
」～

ふ
る
さ
と
創
生
か
ら
地
方
創
生
へ
～
を
テ
ー
マ
に

基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、「
地
方
自
治
体
は
消
滅
し
な
い
」

と
自
信
を
持
つ
こ
と
。「
自
治
体
は
自
ら
考
え
、

自
ら
行
動
す
る
」と
い
う
原
則
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、全
国
の
先
進
議
会
の
議
長
を
パ
ネ
リ

ス
ト
に
迎
え
、「
こ
れ
か
ら
の
町
村
議
会
を
考
え

る
」を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、山
梨
県
町
村
議
会
議
長
会

よ
り
、本
町
議
会
議
員
の
福
與
三
郎
氏
が

「
自
治
功
労
者
（
町
村
議
会
議
員
10
年

以
上
在
職
者
」
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

　

衷
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

表
　
彰

議会名 定例・臨時 開催日 案　　　　　件

飯富病院組合議会 定例会 ６月２３日（火）
・平成２７年度身延町早川町国民健康保険病院一部事務組合病院事業
会計補正予算（第１号）

組 合 議 会

日
時
　
平
成
27
年
５
月
22
日

場
所
　
山
梨
県
自
治
会
館

　
「
地
方
創
生
に
向
け
た
町
村
議
会
の
対
応
」

と
題
し
、今
村
都
南
雄
、中
央
大
学
法
学
部
名

誉
教
授
か
ら「
地
方
創
生
」の
登
場
の
背
景
、地

方
版
総
合
戦
略
に
お
け
る
地
方
議
会
の
役
割
等

に
つい
て
の
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　

地
方
創
生
に
お
け
る
地
方
議
会
の
役
割
は
非

常
に
重
要
で
あ
り
、地
方
議
会
の
対
応
能
力
が

今
ま
で
以
上
に
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
感

じ
る
研
修
で
し
た
。

町
村
議
会
議
員
研
修

全
国
町
村
議
会
議
長
・

副
議
長
研
修
会

福與 三郎　議員
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★表紙について（№42－ｐ1）
・桜の花の下、園児の皆様の笑顔

がほほえましくみせていただき
ました。ただ、少人数なので全
員の顔が写るアングルで撮影し
てほしかったと思います。

★町長施政方針（№42－ｐ4）
・地方債残高の抑制も大事だが、

社会保障費を削れば結果的に負
となってかえってくるのではな
いか。

・補助金頼みではなく、町独自の
施策を進めてもらいたい。

・良く読ませてもらった。全国的
に少子化対策はなされていると
思う。身延町の特色を生かし、
住みたい町を住民と共に作って
いってほしい。

★質疑応答（№42－ｐ6～7）
・歳入減の現状の中で最大限のサ

ービスは何ができるか。議員の
方々には厳しい精査をお願いし
ます。

・このコーナーは後出の一般質問
と同じような内容で新鮮味を感
じない。

★教育委員長教育方針（№42－ｐ5）
・教育問題も少子化により大変だ

と思う。身延の特色を生かして、
子どもをこの町で育てたいと思
える教育を考えていってほしい。

★議案に対する賛否・討論・臨時会（№42－ｐ8～10）
・子どもの教育環境を考えず、手続き上のことで議論している。子どもがかわいそうだ。町当局と教育委員

会には受け身ではなく、積極的な情報の公開と未来に向けての展望を発信してほしい。

★町政全般についての意見、要望等
・町で実施している生活習慣病の検診は基本的な項目の結果しか得られない。早期発見、早期治療を考えて

人間ドックを選択する時に、費用の一部を助成することは出来ないか。他の市町村では年齢条件などをつ
けて、助成する制度を設けているところもある。※本町でも国民健康保険加入者には、年齢条件を満たせ
ば町から費用の一部を助成する制度があります。

・中学校統合問題はあいかわらずですね。なによりも子どもたちのために、より良い環境を作っていただき
たいと思います。

・議会だよりの中で多くの専門用語が使われていますが、用語の説明をそのページの下にでも注釈として入
れてください。

・私の家は梅平、旧国道５２号にあり、身延高校、身延中学校の生徒の通学路となっています。生徒のみな
さんは、朝夕の登下校時や部活中も出会った人に元気にあいさつをします。全く知らないウォーキングを
楽しむ観光客や配送中の業者の方や工事をしている作業員の方々にも自ら声をかけます。たまたま静岡か
ら来ている職人さんたちから賞賛をうけました。「生徒からあいさつされた。みんながあいさつをする。素
晴らしい。」と驚かれていました。事件が低年齢化して顔をしかめたくなるような暗い記事が報道されます
が身延は違います。当たり前の事だけど、こんな良い事を何かで発信してください。

★おじゃまします（№42－ｐ24）
・小さい子どもがいないので、こんな会があること

を知らなかった。町で皆様がいろんな活動をして
いることを紹介してくださることはとても良い事
と思います。子どもさんの顔が良かった。

★組合議会・モニター通信（№42－ｐ22～ 23）
・組合議会は掲載に必要性を感じません。モニター

通信は一頁によくまとめられて良いと思います。
・案件が議題だけなので中身がわからない。

★委員会レポート（№42－ｐ18～ 21）
・6 Ｐ～ 7 Ｐの議員でチェック質疑応答と重複している。委員会、定

例会本会議質疑と一般質問の流れが理解できません。いずれにし
ても多方面にわたり住民サービスについて文面でわかりました。

・子育て支援課に本町にはどのような施設があるのかと質問してい
るのは議員さんだと思いますが、そんなことも理解できてないの
かと思いました。

★一般質問（№42－ｐ11～ 17）
・ピロリ菌は一度除菌するとほぼ胃がんのリスクは減少する。保険

の適用にもなったので、町としても予防検診に取り組むべきであ
る。

・町長への質問の住みよい町づくりについて、今後の町の方向を具
体的に是非お伺いしたいです。

・今回、議員の皆様がいろいろ質問されましたが、農業に関する質
問がみられなかったのは残念でした。恵まれた環境の中で増えつ
つある遊休農地を有効的に活用し、地域の特産物づくりや若い人
達に関心を持ってもらえる農業を考えていってほしいと思います。

・相も変わらず同じような顔ぶれであるが、鋭い視線で質問してい
るのがよくわかります。一方で言われているように住みよいまち、
住みたくなる町を目指しているわが町は学校を無理やりなくす努
力をしている感じでどこへ向かっているのでしょうか。問答を読
ませてもらって感じました。

★平成２７年度予算決まる
（№42－ｐ2～3）

・人口減少の続くなか町民
個人の負担がだんだんと
多くなりつつある昨今、
財源の確保が非常に厳し
くなっている事はまぎれ
もない事実。できるかぎ
り無駄をなくす努力をす
ることが必要な事だと思
います。

モニター通信
（議会だより№42の意見・感想等）

議会広報モニターの皆様のご意見・
ご感想等を要約したものです。

貴重なご意見等を参考に、町民の皆様
の「心に伝わる」議会だよりを

目指します。
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　この紙面「　　　　　　　」のコーナーに登場していただける
団体（愛好会、スポ少・サークル等）を募集します。
　日頃の活動を町民のみなさんに紹介してください。

①団体名　②活動内容、活動日　③代表者名　④代表者連絡先
①～④までを下記のいずれかの方法（電話・FAX・メール）で応募し
てください。

（応募が多い場合は、順次紹介させていただきます。）

【募集期限】　平成２７年８月３１日（月）
【応募先】
①電話0556-42-4807　議会事務局
②FAX0556-42-2127　議会事務局あて
③メールアドレス　gikai@town.minobu.lg.jp

　

65
歳
以
上
の
町
民
の
方
を
対
象
に
し
た
「
若
返
り

教
室
」に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、16
名
の
み
な
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、ボ
ー

ル
等
を
使
っ
た
簡
単
な
体
操
に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

健
康
運
動
指
導
士
の
指
導
の
も
と
最
後
ま
で
笑
い

声
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
に
お
話
を
伺
っ
て
も
、「
毎
回
楽
し

み
に
し
て
い
る
よ
。」「
お
友
達
と一
緒
に
参
加
し
て
い

て
本
当
に
楽
し
い
。」
と
終
始
笑
顔
で
答
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

〒409-3392 山梨県南巨摩郡身延町切石350
URL:http//www.town.minobu.lg.jp/議会だより みのぶ№43 TEL 0556-42-2111（代表）

FAX 0556-42-2127
◇発行責任者：議長　河井　淳

９月定例会は、９月上旬から
中旬を予定しています。

日程等は決定次第、ホーム
ページ等でお知らせします。

問い合わせ先　議会事務局

身延町包括支援センター 若返り教室

議会の傍聴に
お出かけください

友だち・ご近所・
サークル仲間の皆様
（おひとりでも大歓迎）


